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・ウルシノキ … ウルシオール(urushiol) C21H32O2 
・アンナンウルシ … ラッコール(laccol) C23H36O2 






































































































































































































































音菩薩像」の制作に従事した人員は仏工 7 人、木工 3 人、他 7 人の計 17 人で、
制作期間はおよそ 10 ヶ月ほどであった。内訳としては、塑造による原型制作に
およそ 3 ヶ月、布貼りと木屎漆の盛付及び成形に残り 7 ヶ月ほどを要した。材
料費用は総額四十二万八百八十二文であり、このうち主材料である漆と布は、

















































































































































































図２６ 田中信行《THE FLOW》 
2007 年 
図２８ 田中信行 
《Inner side-Outer side》 
2005 年 














































































































































































































































































































































































































































































































































































































タイトル：mask[F] , mask[F?] 
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